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抄録 

個人や組織が双方向に情報を発信しコミュニティを形成する力を持つ「ソー

シャルメディア」が、注目を集めており、社会に浸透しつつある。ソーシャル

メディア上では、健康や疾患等に関するコミュニケーションが頻繁に行われて

いる。そこで本稿では、ソーシャルメディア上でのコミュニケーションの特徴

や、健康・医療分野での活用の可能性、情報の信頼性等について、先行する取

り組み事例から考察する。 

例えば、ユーザー参加型Ｑ＆Ａサイトや掲示板では、「健康、病気、病院」

が、常に利用者数の多いカテゴリーとなっている。また、闘病中の患者がイン

ターネット上に情報発信する患者ブログは年々増加しており、その集積の場で

ある患者コミュニティサイトも誕生している。そこでは、同じ疾患の体験者と

繋がりたいというニーズを持つ患者同士が繋がり、闘病経験を分かち合い、励

まし合い、病気向き合う力を手に入れるという動きがみられる。また、ソーシ

ャルメディアがもたらすゆるやかな「つながり」を、生活習慣改善といった健

康行動変容に活用しようという専門家も登場している。 

ソーシャルメディアは、患者参加型医療の推進等のプラス効果をもたらすこ

とが期待されているが、その一方で、ヘルスリテラシーや情報探索スキルのな

い者がデマや根拠のない情報に翻弄される危険も指摘されている。こうした課

題を克服するために、各ソーシャルメディアは、サービス運営モデルやプラッ

トフォームのアーキテクチャに工夫をしている。ソーシャルメディア上で、健

康・医療に関するコミュニケーションが日常的に使われるようになってきた今
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日、医療や健康の臨床および政策に関わる者が、その特性を知り、上手に活用

することが重要になっている。 

 

キーワード： ソーシャルメディア、信頼、患者参加、エンパワーメント 

 

 

１．序―ソーシャルメディアとヘルスコミュ

ニケーション 

ソーシャルメディアとは、誰もが、情報の

閲覧・発信・共有を通じて交流できるように

設計されたインターネット上のサービスで

ある。たとえば、SNS(ソーシャルネットワー

キングサービス)と呼ばれる交流サイト、

個々人が日記のように情報発信を行うブロ

グ、動画投稿・共有サイトなどが含まれる[1]。

ソーシャルメディアは、一般のユーザーが、

特定または不特定多数のユーザーに手軽に

情報を発信したり交流したりできるサービ

スとして始まったものであるが、最近では、

企業、行政、政治家らがSNSや Twitter等を

通じて積極的に情報を発信したり、顧客、住

民、支持者と交流したりするケースも増えて

いる[2][3]。ソーシャルメディアは、社会的

なつながりを作り、社会を巻き込む力を持つ

コミュニケーションメディアであり、幅広い

人が協働する場という機能を持っている。こ

のような「動的・双方向的」であり「ユーザ

ー参加・集合知」といった特徴を持つウェブ

サービスは、「Web2.0」という総称で表現さ

れることも多い。 

東日本大震災（2011年 3月 11日）を機に、

ソーシャルメディアの「つながり」や「共感」

といった役割がより強まったと言われてい

る[4]。昨今のスマートフォンというデバイ

スの普及とあいまって、個人がある特定の場

所からソーシャルメディア上に情報を発信

した帰結として、現実の社会に大きな影響を

与えることも起きている。たとえば、twitter

上でのつぶやきから、助け合いやボランティ

ア企画が生まれるなど、一人の声が共感する

人のつながりをつくり、集団形成につながっ

た事例は枚挙にいとまがない[4][5]。ソーシ

ャルメディアのコミュニケーションは、従来

では届きにくかった個人の小さな声やその

場の情報が、広く伝搬され、社会の関心が集

まる可能性がある点が、従来のマス・コミュ

ニケーションとは異なる。真に価値のある情

報ならば派手に宣伝されていなくとも自ず

と広がり、反対に価値が低い情報は淘汰され

るのが、今日の「ネットの力学」である[6]。 

インターネットに接続できる携帯電話が

普及し、多くの国民がソーシャルメディアを

使うようになった今日、患者や消費者がネッ

トワーク上のコミュニティで、自由に治療や

服薬に関する経験談を共有したり、情報交換

することも容易になっている。例えばユーザ

ー参加型Ｑ＆Ａサイトである「Yahoo知恵袋」

「教えて goo」「OKWave」といった掲示板で

は、「健康、病気、病院」が、常に利用者数

の多いカテゴリーとなっている。そこでは服

用中の薬や健康食品、受けている治療に関す

る情報交換が頻繁に行われている。また闘病
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中の患者がインターネット上に情報発信す

る患者ブログも年々増加しており、その集積

の場である患者コミュニティサイトも誕生

している。そこでは、闘病経験を分かち合い、

励まし合うことで、患者が前向きに病気と向

き合う力を得ているという好事例も散見し

ている。 

ソーシャルメディアは、このように患者や

消費者がエンパワーされるといったプラス

面がある一方で、ヘルスリテラシーや情報探

索スキルのない者がデマや根拠のない情報

に騙されて被害に遭うという危険も指摘さ

れている。そこで本稿では、ソーシャルメデ

ィア上でのコミュニケーションの特徴や、健

康・医療分野での活用の可能性とともに、情

報の信頼性といった課題について、先行する

取り組み事例を紹介しながら考察する。 

続く第 2節では、がん患者の交流サイトや

難病患者のコミュニティサイトの運営事例

から、患者のニーズをソーシャルメディアが

どのように満たし得るのかを論じる。第 3節

では、ヘルスプロモーションにソーシャルメ

ディアを活用した実証例を紹介し、効果的な

活用方法を論じる。そして第 4節では、匿名

性という特徴を持つソーシャルメディア上

での、見知らぬ人同士の助け合いという現象

から、発言の信頼性をどう担保できるのか考

察する。 

 

２．日本版Health2.0 プラットフォームとし

ての患者交流コミュニティサイト 

患者参加型医療、その為には情報が鍵、或

いは病気は情報戦、等々と言われて久しいが、

果たして患者の必要な情報とはそもそも何

なのだろうか。普及から成熟の過程に入った

インターネット、特にソーシャルメディアは

患者にどのように使われるべきなのだろう

か。本節では、これら問いの解となる取り組

み事例を紹介する。 

国外ではHealth2.0というムーブメントが

2007年より始まっている[7]。Health2.0と

は、ユーザー参加型の新しいインターネット

の総称であるWeb2.0の医療・健康版である。

Health2.0には、医療版検索エンジン、医療

や健康に関するSNS（Social Networking 

Service）、インテリジェントツール等を含む。

既に海外の患者は、このHealth2.0 サービス

の恩恵を受け始めていることが報告されて

いる[7]。 

本稿の共同著者である杉山は、Health2.0

の実現に向けて、日本初の医療健康特化型検

索サービス（2006年）、同サービスを統合し

た患者SNS「ライフパレット」（2008年）等

を実現してきた。ライフパレットは、闘病中

の患者同士が出合い、闘病に関する情報を患

者自身が発信したり、そこで入手したりとい

うコミュニケーションができる場として設

計した。 

ライフパレットの思想の根幹は、慢性疾患

患者の必要とする二種類の情報を満たして

いくことにある。二種類の医療情報とは、病

気についての医学的な説明や生存率など、デ

ータや数値に基づいた「客観的情報」であり、

そして、患者の個人的な体験に基づく情報で

主観的な「体験的情報」である 。病気にな

ると、人それぞれ病種、病期等で情報ニーズ

が異なるとは言え、どの患者にも、これらの

客観的および主観的情報の双方が必要とさ
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れている[8]という考えに基づいている。 

現在、体験的情報については患者会、闘病

記等がその役割を担っているが、患者会は、

多くが人口の多い地域に集中する等、地理的

な限界、あるいは、患者数自体が希少で患者

会が成り立ちにくい、また、疾病別、臓器別

等患者会以外の枠組みでも患者同士で繋が

りたいというニーズもある。現在、ライフパ

レットでは、癌から始まり、血友病のような

希少疾病にまで拡がり、疾病以外にも気持ち

や痛み等の切り口でも繋がれるよう、患者会

とも連動しながら活動をしている。 

現在、約1万人の会員の属性の内訳は、患

者本人70%、家族、恋人16%、友人・その他

（含む医療関係者等）14%となっている。ま

たコミュニティ上での発言内容は、病気治療

のことが30%で、病気をもちながらの生活に

関連することが27%、病気と直接は関係のな

いこと43%となっている。 

また、患者SNSは上記のように時間や物理

的な制限無く、情報を共有できる利点がある

一方、自由に書き込める事で生じる不具合が

挙げられる。同サイトでは、発言等は仮名（ニ

ックネーム）で行うものの、郵送認証や携帯

認証による会員登録制度により厳格な本人

確認を行なっている。また全投稿の監視を24

時間 365日行なっており、サイトのトラブル

を可能な限り未然に防ぐ仕組みを構築、運営

している。 

今後は、蓄積された経験情報即ち患者の声

を、医療機関、研究機関、医学部等と連携し、

教育や研究に循環する「患者の声起点のエコ

システム」を実現、発展させていきたいと考

えている。 

 

図 1 患者 SNS「ライフパレット」のコンセプト 
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３．ソーシャルメディアを活用したメタボ対

策の効果 

本節では、Face to Face の“リアル”なつ

ながりと、ソーシャルメディアを活用した

“バーチャル”なつながりによるメタボ対策

に及ぼす影響を紹介する。 

食べ過ぎや運動不足に起因する肥

満やそれに伴うメタボリックシンドローム

は増加の一途をたどっている。しかし「三つ

子の魂百までも」というように、いったん習

慣化した行動を変えることは容易ではない。

特にそれが食や運動という、ある種「本能」

に根ざした行動なら尚更である。  

 そのような状況のなか、保健師や栄養士の

適切なサポートによってメタボ解消に成功

する人たちがいる[10][11]。また同じ目標を

もつ“同士”が定期的に集まって、それを励

みに結果を出している人たちもいる。彼らは

異口同音に、「見守れられていたので、安心

して取り組めた」、「仲間の頑張っている姿を

見て、自分も前向きに取り組めた」と、他人

との Face to Face の「つながり」を成功の

理由として挙げる[10]。 

 その一方で興味深い事例として、「ゆるい

つながり」で最近話題になっているツイッタ

ーや Facebook などのソーシャルメディアを

通じて、見ず知らずの“同士”が経過を報告、

励まし合って成果をあげている例がある。 

 本稿の共同筆者である都竹も、30 代から

40代の男性を対象に、メーリングリストを活

用したヘルスプロモーションプログラムを

企画し、その効果を検証したので[9]、以下

に概要を紹介する。 

 対象となったのは、ウェブサイト上での募

集に応募した33歳から47歳の男性9名であ

る。9 名の平均体重は 88.8kg、平均腹囲は

101.1cmであった。9名の参加者には、1ヶ月

間、自宅で筋力トレーニング3種目を毎日実

施することともに、食事については、１）和

食を中心とすること、２）よく噛むこと、３）

飲料はお茶・お水にすること、を実行するよ

う指導した。参加者は、日々実行した内容や

疑問をメーリングリストで報告しあった。 

 1 か月のトライアルの結果、体重は平均

2.7kg 減少し、腹囲は平均 6.5cm 減少した。

超音波検査による腹部皮下脂肪厚、内臓脂肪

厚も、それぞれ20.9%、20.2%減であった。ま

たメーリングリストの投稿数は 1 ヶ月で 290

通に達した。主な発言を表１に記す。 

また事後インタビューで、「一人ではなか

ったので続けられた」、「挫折しそうになった

とき、メーリングリストを読み返した」、「投

稿はしなかったが、メーリングリストは読ん

で励みにしていた」など、全員がメーリング

リストの存在が継続する上で有用であった

と回答した。これらのことから、Face to Face

ではないメーリングリスト上での交流であ

っても、モチベーションの維持・向上に有用

であることが示唆された[9]。 

４．ソーシャルメディアを介した助け合いと

信頼性について―-匿名だからこそ助け合え

る？ - 

インターネット上のソーシャルメディアと

呼ばれるサービス（SNS、ブログ、Q&Aサイト、

Twitter 等）の発展に伴い、利用者である個

人は情報を受信するだけでなく、発信や評価
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に参加することができるようになった。同時

に、見知らぬ者同士が、それぞれ実名を明ら

かにしているとも限らない状況において、困

っている人の役に立ちたいという利他的な

動機から互いに励まし合い、あるいは情報を

交換する現象が少なからず発生している

[14]。身体の健康や病気に関するやりとりは

センシティブな内容であるため、参加者を限

定したり[15]、あるいは匿名性を確保するな

ど、情報交換におけるプライバシを守る設計

が求められる。ただし、当事者同士のやりと

りは、専門家によるものとは異なり、情報の

信頼性において情報発信者がどのような人

であるか（同様の状況、病状など）といった

背景を無視することはできない。 

  本節では、インターネット上のコミュニ

ケーションにおける利用者の「名乗り」、す

なわち実名・仮名・匿名と、利用者の識別性

という観点から、ソーシャルメディアを介し

て得られる情報の信頼性とプライバシの保

護について整理する。 

日本人は匿名志向と言われるが、実際には同

一のニックネームを使い続ける傾向がある

[12][13]。そのため、たとえば、利用者間で

は同一のニックネームを使い続け、過去の投

稿履歴を開示することで発信された情報の

背景を担保したり、サービス登録上は同一人

物でも、一時的に過去の文脈と切り離した投

稿をできるようにするなど、サービスの設計

によって情報の開示と秘匿のコントロール

が可能である(図 2)。 

今後の課題は、モバイルによるソーシャル

メディアの利用が増加するにあたり、意図せ

ずに提供されてしまう実空間情報のコント

ロールである。投稿したか・しないかという

単純な情報でも、蓄積することで利用者の生

活習慣が浮かび上がる。これはヘルスケアに

おいて重要な情報である一方で、意図しない

相手に対して公開されるならばプライバシ

の侵害になりうる。どの情報を連結させ、誰

に開示するのかを構造的に考え、設計する必

要があるだろう。 

・「今日はわかめそば。一杯を15分かけてゆっくり食べました。」 

・「今日のランチはアジの刺身定食を選び、ゆっくり食しました。一番最後に食べ終わったこと

を不思議がられ、職場の若者たちに「どうかしました？」とおかしな眼差しで見られました。」 

・「弁当持参。おにぎり２個とおかずが基本スタイルです。」 

・「今日は、焼き鳥親子丼でした。禁断の「丼」の店に入る流れになってしまいましたが、その

中でも一番カロリーが少なそうなものを選びました…」 

その他、 

・「子供にほめられた」 

・「体重が1週間に1キロ減った」 

・「筋トレが楽にできるようになってきた」    

表 1 ML上の発言内容 
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図 2 匿名・仮名・実名と個人の識別性 

 

5.考察と今後の展望 

ソーシャルメディアの大きな機能は、個人に

よる情報発信と、それによって「つながり」が

生み出されることである。健康や医療の分野で

も、これまでつながりにくかった人と人がソー

シャルメディア上でつながり、相互作用を行う

ことで、患者やヘルスコンシューマーのエンパ

ワーメントにつながる可能性が、本稿の事例か

ら示された。また「つながり」とコミュニケー

ションを上手く活用することで、望ましい健康

行動を促し、ヘルスプロモーションを実践でき

ることも示された。 

インターネット上のサイトやサービスは一括

りに論じられることが多いが、実際にはサイト

毎、サービス毎に、情報発信やコミュニケーシ

ョン行動を規定する要素、仕掛けが大きく異な

る。ソーシャルメディアの場合、そこで行われ

るコミュニケーションは匿名であることが多く、

本人が誰なのか他者が特定できないゆえに、プ

ライバシーが保たれるという安心感がある。匿

名ゆえに、疾患等のセンシティブな内容につい

ての発言もしやすく、コミュニケーションが活

発になるという利点がある。その一方で、発言

の信頼性を担保したり、無責任な発言を防ぐた

めには、サービスの運営方法やプラットフォー

ムのアーキテクチャー（設計）を工夫する必要

があることが、前節までの事例からも示された。 

例えば２節で紹介したライフパレットは、登

録の際に郵送や携帯での本人確認を行っており、

さらに全投稿の監視を 24 時間 365 日行うとい

う管理によって、トラブルを未然に防ぐ仕組み

を構築し運営している。また第 4節で述べたよ

うに、ユーザー参加型Ｑ＆Ａサイトの中には、

匿名でありながら、その人の過去の発言履歴や

それに対する他者の評価が見られることで、発

言の信頼が担保されるというケースもある。反

対に、個人が同定されたくない場合には、ネッ

ト上の様々なサービスやソーシャルメディアを

利用する際に、異なるニックネームを使うとい

ったことで、過去の文脈と切り離すことができ

る。 

上記の事例が示すように、サービス運営者側

の工夫とともに、参加者側の情報リテラシーや

ネットリテラシーの向上は課題である。特に昨
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今は、4 節で指摘したように、位置情報を内在

するモバイル端末が普及しており、本人が気づ

かないうちに、「今、どこで、何をしているのか」

といった情報を発信していることがある。こう

した各メディアや端末の特性を、ユーザーが理

解することも重要である。 

ユビキタス時代の情報環境の変化は、医療制

度改革の方向性ともあいまって、わが国のヘル

スケア分野にもパラダイムシフトをもたらして

いる。特に特徴的なのは、患者や家族、国民自

身がケアの担い手として役割に重みを増し、単

なる「受益者」から「行為の主体」へと変化し

つつある現象であろう。そうした変化のうねり

の中で、ソーシャルメディア上で、健康・医療

に関するコミュニケーションが日常的に使われ、

医療者と患者の関係をはじめ社会に影響を与え

るようになってきた今日、医療や健康の臨床お

よび政策に関わる者たちも、その特性を理解し

たうえで、効果的に活用することが求められて

いる。ソーシャルメディア上のヘルスコミュニ

ケーションについて、まだ体系的な研究は存在

しない。今後は、萌芽的な現象や先駆的な活用

例を検証しながら、得られた知見をリテラシー

向上等に活用していくことが課題である。 
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